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「ピアノ奏法ⅠA」ではバイエル 89 番（注 3）、「ピアノ奏法ⅠB」では〈ピアノミュージック〉












2 府 4 県（大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌山）における保育者養成校（短期大学）を割り
出した。そこからインターネット上で閲覧可能な 2017 年度シラバスの中でピアノ実技指導をし




 近畿 2 府 4 県における保育者養成校（短期大学）を割り出したところ 42 校あった。そのうち、
インターネット上で 2017 年度シラバスを確認することができた 28 校を本研究の調査対象校と
した。今回の調査にあたり、対象となった短期大学のピアノ実技授業が通年で行なわれている学
校や、半期、学期で開講されている学校などがあったため、コマ数（シラバス数）を出すことと




















28 校 15 18 35 21 89 
 
 授業形態の分類を割合で見てみると、全学年ではグループ A の 37％に対してグループ B が
63％となっており、ピアノ以外の内容を取り入れている授業が多いことがわかる（図 1）。これ
をさらに学年別で見てみると、1 年生ではグループ B が 70％を占めており、全学年でみるより
も高くなっている（図 2）。一方、2 年生の割合はグループ A が 46％、グループ B が 54％、授
























図 2．授業形態の割合（1 年生）          図 3．授業形態の割合（2 年生） 
 
4-2 グループ B で行われているピアノ以外の授業内容 
 ここでは、グループ B に分類された授業において、ピアノ以外のどのような音楽的内容が取
り入れられているかを各シラバスから精査した結果、それらの内容を 10 項目に分けることがで
きた。項目ごとに実施されている授業数を集計し、学年別で示したのが下の表 2 である。 
 
表 2．グループ B におけるピアノ以外の授業内容が実施されている学年別授業数 
                  学年 
内容項目 








初見視奏 6              注 5）
手遊び 3 3  
移調奏 2 2 
149
  
連弾 2          注 5）
合奏 1 3 
設定保育 1 2 
合唱 0 2 
 
表 2 の結果からさらに、10 項目の内容がそれぞれ実施されている割合を全学年、および学年
ごとで示したものが図 4 から図 6 にあげた３つの横軸グラフである。なお、各グラフの縦軸に
あたる授業内容について、「初見四視奏」と「連弾」は既述した通り、本学では 2 年生の授業で
教員によっては取り入れている内容であるため、1 年生においてのみピアノ以外の授業内容とし
て考えるものとし、図 4 の全学年と図 6 の 2 年生ではあげていない。また、合唱については、2
年生で実施している授業が 2 コマあったが、1 年生では全く行われておらず比較対象とならない
ため、あげていない。 
 












図 5．ピアノ以外の授業内容が行われている割合（1 年生グループ B） 
 
 
















































 次に声楽について見てみると、1 年生 26%、2 年生 24%とほぼ同じ割合であった。声楽を取り
入れている授業の中には、ピアノと声楽の授業を 90 分の授業内で半分に時間を区切って実施し
ている形態も複数見られた。 
続いて、手遊び、移調奏、設定保育、合奏について 1 年生と 2 年生を比較すると、いずれも



























次に、表 3 であげた 3 項目を取り入れている授業数をグループ及び学年別に示したグラフが
図 7 から図 9、グループ及び学年別授業数に対する割合を示したものが表 4 から表 6 である。 
 
    
グループA グループB
1年生 47% 29%
2年生 17% 20%  
図 7．グループ及び学年別授業数  





     
グループA グループB
1年生 60% 11%
2年生 22% 19%  
図 8．グループ及び学年別授業数  
【2．中間演奏（発表・試験）の実施】 
      
     
 
        
グループA グループB
1年生 13% 2%
2年生 5% 9%  
図 9．グループ及び学年別授業数  
  【3．記録シートの導入】 





その結果、各グループとも 1 年生の授業シラバスの方が、2 年生よりも多く記載されているこ
とがわかる（図 7）。割合でみると、1 年生グループ A が 47％と一番高い割合を示し、続く 1 年













こちらの結果も練習時間の記載と同様、1 年生グループ A が 60％と一番高い割合を示した（表

































































































足からの歩みと今後の展望」大阪キリスト教短期大学紀要 第 56 集 136‐150 頁に詳しく記載
している。 
3．本学では、バイエル教則本を 82 番と 106 番以外の全曲を弾かせている。 
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